
（１） れ　い　め　い

　

新
年
度
を
迎
え
て
最
初
の
広
報
誌
の

発
行
に
あ
た
り
、
小
児
科
の
診
療
体
制

を
変
更
し
た
こ
と
を
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

　

４
月
１
日
よ
り
当
院
で
は
小
児
科
夕

診
と
土
曜
日
午
前
中
診
察
を
復
活
し
ま

す
。
一
昨
年
か
ら
小
児
科
医
が
１
人
に

な
り
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
度
、
熊
本
労
災
病
院
で
長
年

小
児
科
部
長
を
務
め
て
い
た
板
井
義
男

先
生
の
赴
任
に
よ
っ
て
２
人
体
制
に
な

る
た
め
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
存
知
の
通
り
、
小
児
科
医
の
不
足
は

深
刻
で
、
県
内
で
も
公
的
病
院
の
小
児

科
医
の
退
職
に
よ
る
小
児
科
閉
鎖
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
医
師
の
供
給
源
は
大

学
で
す
が
、
大
学
の
教
室
自
体
が
医
師

不
足
で
、
民
間
病
院
に
は
医
師
を
派
遣

す
る
気
は
な
く
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
度
の
板
井
先
生
の
就
任
に
つ
い
て

も
、
大
学
と
勤
務
先
の
病
院
の
強
い
引

止
め
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
人
の
強
い

要
望
と
粘
り
強
い
交
渉
の
末
に
実
現
し

ま
し
た
。

　

夕
診
と
土
曜
日
外
来
の
復
活
は
お
母

さ
ん
た
ち
か
ら
度
々
要
望
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
小
児
科
医
の
補
充
が
つ
く
ま

で
待
っ
て
く
だ
さ
い
と
答
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
地
域
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
働

い
て
い
る
人
が
多
く
、
午
前
中
だ
け
の

診
察
だ
と
仕
事
を
休
め
ず
、
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
や
て
ん
か
ん
な
ど
の
慢
性
疾

患
の
学
童
は
学
校
が
あ
る
の
で
来
れ
な

い
と
い
う
意
見
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。

地
域
医
療
の
実
践
に
は
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
る
こ
と
も
大
事
で
あ
り
、
２
人

体
制
で
公
的
病
院
並
み
と
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
前
よ
り
も
少
し
は
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

地
域
連
携
で
は
病
院
と
診
療
所
の
役

割
分
担
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

カ
ゼ
は
診
療
所
に
お
任
せ
し
、
病
院
は

専
門
的
な
医
療
に
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、

当
科
の
将
来
的
展
望
と
し
て
も
地
域
の

中
核
的
病
院
に
相
応
し
い
医
療
が
で
き

る
よ
う
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
当
科
の
患
者
の
受
診
動

機
も
、
他
院
で
改
善
し
な
い
場
合
の
診

断
の
確
認
・
検
査
・
入
院
治
療
希
望
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
食
物
負
荷
試
験
を

含
む
検
査
・
治
療
の
希
望
、
構
音
障

害
・
学
習
障
害
な
ど
を
含
む
発
達
障
害

な
ど
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
病
院
と
し
て

の
機
能
を
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
因
み
に
構
音
障

害
・
学
習
障
害
の
機
能
訓
練
は
言
語
聴

覚
療
法
士
に
依
頼
し
て
お
り
、
自
治
体

や
他
院
か
ら
の
紹
介
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

小
児
科
の
診
察
時
間
を
拡
大
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。
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彦

『常に情報を公開し、開かれた医療を実践する』
『医療機関・施設と密に連携し、
　　　　地域の住民に質の高い医療を提供する』
『地域ニーズにあった診療科目と
　　　　　　　　　　診療内容の充実に努める』
『医療の安全性を高めるよう自己啓発に励む』
『魅力ある職場づくりを目指す』

基 本 方 針

『私たちはまごころをもって
　　信頼の医療を実践し地域に貢献します』

宇賀岳病院理宇賀岳病院理念念

小
児
科
夕
診
・
土
曜
日
診
察
を
再
開
し
ま
す

小
児
科
夕
診
・
土
曜
日
診
察
を
再
開
し
ま
す



れ　い　め　い　（２）

看護の質向上に向けての取り組み

外来予約制について

　看護部は現在、看護師１４０名、看護補助者２８名で組織されていて、日々の看護
を提供させていただいております。看護部では理念を「地域に求められる病院を
目指し、安全で優しい看護に努めます」と掲げ、看護職員全員で目標に向け努力
しているところです。
　看護の質を上げるためにさまざまな取り組みを行っていますが、その中で①接
遇教育の実施　②専門的看護師の養成　③看護学生の実習受け入れなどによる業
務の活性化が挙げられます。
　まず、安全で優しい看護を提供できるよう接遇委員会活動・教育を中心に啓蒙
活動を推進しています。当院をご利用いただく患者様やご家族様などの率直なご

意見がいただければ、更に向上できるものと思っておりますので、どうぞ外来や入院でのアンケー
トやご意見箱に率直な意見をお願いいたします。
　また各分野の専門的な看護師を育成する為に、生活習慣病・糖尿病・がん看護などの研修に積極
的に参加し研鑽を積み、毎日の看護場面で活用しています。
　さらに、現在は２つの看護学校の実習を受け入れています。将来の看護界
を担う看護師を育てることは、ともに学べるという楽しさや緊張感があり、
現在の私たち自身の活性化にも繋がります。また将来ともに働く仲間を得る
ことであり、後輩の育成は重要な役割と思っています。
　このように、看護部では少しずつではありますが、地域に選ばれる病院を
目指し努力していきたいと思っています。
　また、すでに気づいていただいている方も多いと思いますが、平成２２年２
月より看護師の白衣が変わりました。淡いブルーでやわらかい優しいイメー
ジと白の清潔なイメージを表しています。白衣を変えることで職員の心もリ
フレッシュされ、さらに優しくなれればと思います。

看護部長
松　本　佳　子

　従来糖尿病センター・泌尿器科・小児科外来は予約制を導入していましたが、他科受診の患者様
から待ち時間が長いとのご意見がありました。また午前９時〜１０時に患者様が集中し混雑していま
したので、体制の見直しを図るとともに、待ち時間短縮が少しでも患者さまの負担軽減に繋がれば
との思いで、内科・外科外来において予約制の導入を行いました。予約の時間は９時、１０時、１１時
と１時間区切りになっており、その１時間に診察できる約１０人を予約しています。
　患者様になるべくお待たせしないよう努力しておりますが、救急患者様・重症患者様の対応も行
いますので、予約どおり診療が進まない時には、その都度患者様に説明しご理解をお願いしており
ます。当院でも、「待ち時間の解消」は大きな課題ですので、将来は患者様の幅広いニーズに対応
できる診療予約システム、患者様が家にいても、外で買い物中でも、待合室の混雑状況と診療順番
が判る医療システムの導入を期待致します。
　外来は、病院の顔、スタッフ一人ひとりの心配り・気配りを行う
と共に、業務効率化・医療の質及び安全を図り、各部署とのチーム
連携を大切にしていきたいと思います。



（３） れ　い　め　い

面会者の方へのご案内

外来化学療法開設

　当院は、平成２１年４月に外来化学療法を開設し、現在３名の患者様が利用されております。対象
疾患は、結腸・直腸癌、肺転移、リンパ節転移などです。
　化学療法室は小児科外来で、月曜日・火曜日午後１時より担当医師１名・薬剤師１名・看護師２
名で行っています。
　患者様に対し、抗がん剤の点滴治療を快適に受けることができるように、液晶テレビの設置と空
気清浄機の設置を致しております。患者様は３時間ほどの治療を受けられる間は、眠られる方、テ
レビを観たり、お話をしながら過ごされる方など様々です。
　また今後は、少しでも快適に過ごしていただくために、CDによる音楽を聴きながら治療を行っ
ていただけるよう環境整備に努めていきます。
　今後も、乳がん、肺癌、胃癌、大腸癌、肝癌、膵癌、悪性リンパ腫などの患者様が増えている中、
益々外来化学療法のニーズは増すことが予測されることから、当院においても患者様が快適で安心
して治療を受けられる治療環境の充実と安全対策に配慮したスタッフ（がん化学療法看護認定看護
師）の育成に努め、在宅支援の足がかりとなる外来化学療法の確立を目指して行きたいと思います。

　当院は、西館と東館とあり、そ
の内に４つの病棟が配置されてお
ります。面会の方が、１階の受付
で入院患者様を尋ねられた際、口
頭での案内を行っておりましたが、
面会の方より「分かりにくい・覚
えられない」と言う意見があり、
本当にご迷惑をおかけしました。
今回の貴重なご意見を参考に、各
病棟ごとの案内図を作成してみま
した。受付でお尋ねの際は、案内
図を受け取りご利用下さい。途中、
迷われた際は遠慮なく病棟スタッ
フへ提示して下さい。分かりやす
く案内させていただきます。

例：１病棟の案内図



れ　い　め　い　（４）

　初めまして、熊本労災病院から4月1日付けで赴任しました小児科の板井
です。名誉院長の村上先生は、昔勤務した熊本中央病院の元上司で、仲人ま
でしていただいております。我が家の一人娘もこの4月から長崎駅の楽器店
で新社会人としてスタートしたばかりで、親子ともども新しい職場に慣れよ
うと努力している最中です。どうか宜しくお願い申し上げます。

◆外来医師一覧表◆
※都合により変更になる場合がありますのでご了承下さい。

土曜日金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日診　　療　　科
※１担当医
ローテーション対応

並川　和男栗﨑　　貴松田　貞士江上　　寛飽田　和博診療担当医外　　科 手　術・救　急　対　応午　　後
※１担当医
ローテーション対応

赤城　哲哉担当医※４担当医※４井　　賢治塩川　　徳診療担当医整形外科 手　術・救　急　対　応午　　後

※２
ローテーション対応

小山田直朗采田　憲昭中村　亮斉福田　秀明中村　亮斉診療担当医内　　科 盛　三千孝福田　秀明小山田直朗盛　三千孝采田　憲昭
病　棟　回　診・救　急　対　応午　　後

平原智雄（非常勤）診療担当医神経内科
午　　前

泉家康宏（非常勤）
午　　後

千年忠祐（非常勤）診療担当医循環器内科

※３竹田　晴生竹田　晴生竹田　晴生竹田　晴生竹田　晴生診療担当医糖尿病センター
栗﨑　貴・采田憲昭松田貞士・飽田和博栗﨑　貴・飽田和博小山田直朗・栗﨑　貴松田貞士・小山田直朗AM内視鏡検査担当医 栗﨑　　貴松田　貞士采田　憲昭小山田直朗飽田和博・松田貞士・栗﨑　貴PM

村上　幹彦板井　義男村上　幹彦板井　義男村上　幹彦板井　義男AM診　療
担当医小　児　科 板井　義男板井　義男板井　義男板井　義男板井　義男PM

中村　武利中村　武利診療担当医泌尿器科
高橋　睦正高橋　睦正高橋　睦正高橋　睦正読影担当医放射線科

※１飽田和博・赤城哲哉・井　賢治･塩川　徳・松田貞士・栗﨑　貴、６名の医師によるローテーション対応になります。
※２小山田直朗・福田秀明・采田憲昭・中村亮斉、４名の医師によるローテーション対応になります。
※３第１、第３、第５土曜日対応予定
※４水曜日・木曜日の整形外科の診察は手術担当医以外の医師が診療します。

受付時間（平日）８：３０〜１２：００・（土曜）８：３０〜１１：３０　但し、（平日）整形外科８：３０〜１１：００、泌尿器科８：３０〜１１：３０となります。
≪小児科夕診≫受付時間　月曜〜金曜　１４：３０〜１６：３０　　（各種予防接種は〈予約制〉です。）

新任医師紹介

　小児科　板　井　義　男

　４月２３日（金）、第７回クリーン作戦を開催致し

ました。　当院職員と宇城市環境保全隊あわせて約

２００名の参加のもと国道２６６号線と病院敷地内の除

草・清掃作業に汗を流しました。

　今後もこの活動を通じて町の美化に努めていきた

いと思います。

栄養管理科裏花壇 医師駐車場 国道２６６号線の清掃 職員駐車場

第７回クリーン作戦
開会式風景


